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＜連絡事項＞

・大家　勇二様…家族の受け入れ可能な事から１８日退院予定となってます。退院後は家族（父親）と同居となりアパートが見付かり次第単身生活となる予定。薬の確認や持ち物の確認をしましょう。次回外来受診は２３日となっています。

・小笠原　久年様…８月１８日午前９時～１９日午後１５時３０分まで外泊予定です。服薬の確認を行ない外泊中飲み忘れがないようにしましょう。

・小野寺　文明様…８月２６日～２７日まで外泊予定。

・木村　格春様…精神保健センターへ「プリンターを設置して欲しい」と電話する事があり精神保健センターよりその内容が適用ではないとの電話が来る事になっています。本日１５時３０分に電話が来るため本人へ伝えています。　　

· 田中　豊三様…本日１５：３０家族面談予定しています。

· 南　葉子様…外出から戻っています。問題行動はないです。

· 日誌の回覧はファイルに日付をつけてデスクトップに一度保存してから添付し回覧して下さい。カンファ記録は今まで通りの方法で回覧して下さい。

＜田名部先生ケースカンファ＞

· 北山　幸博様…メディピース増薬。精神症状、睡眠状態の観察をして行きましょう。　　　　　　　　

· 中森　みやこ様…鼻炎・呼吸苦ありサマセフ処方となっています。症状の観察をしましょう。

· 三村　れい子様…外泊・出は薬物療法の効果の観察をして状態がよければ行っていく事となります。

· 安達　貴浩様…本人はOT復帰を希望しているが今週は様子を見て次回診察時、再度検討となります。

· 中森　みや子様…南病棟へ転棟の希望しているが状態をみて徐々に進めて行くとの事です。　　精神状態（幻聴に左右された行動・トイレこもり等）、活動状況の観察をして行きましょう。

· 伊藤　義彦様…センナリド2T処方となっています。排便状態の観察をして行きましょう。

＜隔離室使用患者様のついて＞

・和田　昌様…16日興奮、器物破損があり指示にて隔離室入室となっている。壁叩き、多弁、暴言、感情失禁あり。リントン筋注の指示あり行う。夜間は睡眠確保できていたが起床後すぐに叫び出している。本日は指示注射施行時男性スタッフ３名で対応するがスタッフへ殴りかかろうとする事あり。介入要している。筋注施行後も多弁、暴言、壁叩き続いている。食事時は食べずに食器を床に投げつけ食器を破損する事があった。説明にも応じず話を切り上げる事が出来ない。また女性スタッフなどへは更に攻撃性が増す事もあるため入室時は必ず二名で対応していきましょう。患者様は以前服薬により悪性症候群になったと話し服薬に対して過敏となっていることが考えられる為服薬時は本人の治療に必要なことを説明し不安なく服薬できるよう配慮しましょう。

今後は気分を落ち着かせる事を優先し、治療の必要性を伝えていく関わりをして行きましょう。刺激を避けた関わりが必要であると考えられる為最低限の要求に答えていくようにしましょう。会話が成り立たず話を切り上げれない時はスタッフで切り上げるようにしけじめをつけるよう関わりましょう。食事は病棟内のプラスチックの皿に入れ替え、箸の代わりにスプーンを使用し安全に配慮しましょう。器物破損の危険性があり、部屋のラバーを外す事も考えられる為観察をして行きましょう。躁状態が続く事も考えられる為食事摂取量の観察と睡眠状態の観察もして行きましょう。

・坂　貢様…リントンの内服薬増薬後一週間が経過したが症状に波があり叫ぶ事や妄想様の言動続いている。スタッフとの関わり時は低姿勢となり会話しているが一人になると壁を蹴る行為などが目立っている。また、隣の部屋の患者様に刺激を受ける事も考えられる。本日は水分要求頻回で説明に易怒的となっていた。水中毒既往ある事から水分摂取状況には注意が必要であると考えられる。対応として静かに話しが出来るときに出来る事と出来ない事を伝えていきましょう。

本日主治医診察にてリントン内服増薬となっているため、精神症状の観察をして行きましょう。

・曽我　様…現在睡眠確保出来、奇異な行動の減少してきているため隔離解除を検討中です。来週の診察の結果により退室となった場合、これまでと同様にイレウスの症状の観察、排便状態の観察、食事摂取状況の観察をして行きましょう。

＜退院予定患者様について＞

大家　勇二様～

（精神科）退院療養計画書
患者様氏名　大家勇二様
平成18年8月17日
	病　棟（病室）
	東病棟Ｄユニット（20号室）

	主治医及び
それ以外の担当者
	主治医：川端　担当ＰＳＷ：下平　担当看護師：山田

	予想される退院日
	平成18年8月18日　（金）　16時

	退院後の治療計画
	治　療　内　容　項　目
	支援部署及び機関

	
	· 断酒の三本柱（通院・自助グループ・抗酒剤）を中心に一日断酒に努めて、断酒を継続してください。

· 初外来日は平成１８年８月２３日１１：００（水）となります。
	青南病院

	退院後の
治療上の留意点

	· 定期的な外来受診をしましょう。

· 自助グループ（断酒会やＡＡなど）に参加しましょう。

· 服薬（抗酒剤）は継続してください。


	退院後必要となる保健医療サービス又は福祉サービス

	· 自助グループ（断酒会やＡＡなど）。
· 役所の福祉科や保健センター。

· 定期的な外来通院。

	備考
	


注）この内容は現時点で予想されるものです。

主　治　医　　　　　　　　　　　　　　　　












